





　a） Can you move easily in the chair？
　　  * あなたは，いすを簡単に動かすことができま
すか。
　b） She often tells interesting stories.
　　 * 彼女の話は面白いです。
　c） Your rice balls are really cute.
　　 * あなたはとてもかわいいおにぎりね。
　a） の場合，前置詞句 in the chair を動詞 move の
目的語のように訳している点が誤りである。
　b） では，interesting が stories を限定的に修飾し
て い る 点 が 訳 出 さ れ て お ら ず， 叙 述 的 な Her 
stories are interesting. と区別がつかない訳文に
なっている。また，often が訳出されていない。
　c） では， 1 まとまりの名詞句を成す your rice 
balls が恣意的に解体され，主格補語である really 


















適切ではない。a） は助動詞 can を用いた疑問文で
あるが，誤訳した生徒は助動詞 can の理解でつま
ずいたわけではない。ましてや b） ・c） は，一般動
詞および be 動詞の単純現在形の文で，文型として






chair と い う 前 置 詞 句，interesting stories, your 
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かは 1 通りではない。学校英文法においては「 5 文
型」が広く用いられてきたが，同じ文型論でも「 ７
文型」4 ）や「 8 文型」5 ）を提唱する立場があり，ま



























能（productive skills: speaking / writing）の訓練
には使いやすい。一方で，その裏返しとして，構造






















































くれ ため，産出技能（productive skills: 
speaking / writing）の訓練には使いやすい。一
方で，その裏返しとして，構造記述がないため，

















英   I   ate  scones. 
 











英   I   ate  scones [ at the café ].  
 
日  わたしは ［その喫茶店で］スコーンを   
 






英語  日本語 
○ ＿ → ＿ ○ 
＿ ［  ］ → ［  ］＿ 





英  Were   they  scones ? 
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英  Did   you   eat   scones ? 
 















































(1) 形容詞に波線「  （ナミセン）」を付与
する。 
 
(2) 前置詞に三角印「    （サンカク）」を付
与し，前置詞句を丸括弧「（  ）（カッコ）」




英 （ at  the café ） 
 
日 （喫茶店 で ） 
 
(3)    と    については，和訳の際，〇に
統合せず，他の要素と同じく，「           」
のように順序を入れ替えて示すこととした。
すなわち，Did you eat scorns?に対しては，
次のように記号を付与することになる。 
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a)  I  am  Ayaka. 
 
わたしは アヤカ です 
 
b)  I   ’m  ( from  Australia ). 
 



























c)  I   ‘m  not ( from America ). 
 
わたしは（アメリカ から ）ではありませ 
ん 
 
d)  Are  you  ( from America ), too? 
 














これらの他にも，Hi や Please call me Aya，









Lesson 2 では，2 語以上からなる名詞句が扱わ
れている。たとえば，my house, your mother, 
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　 esson 1 では， る単
位）が，すべて 1 語であった。それに対し Lesson 2
では， 2 語以上からなる名詞句が扱われている。た
とえば，my house, your mother, my friend Kenta, 




られる。たとえば，a music box は，box の一種で
あり，music の一種ではない。music は box がどの
ような box であるかを示す修飾語として機能して
いる。
　また，これらの名詞句は 2 語もしくは 3 語でひと
まとまりの単位を成している。したがって，Is that 
a music box？という文は
music は box がどのような box であるかを示す
修飾語として機能している。 
ひ とまりの単位を成している。したがって，
Is that a music box?という文は 
 
 e)  Is  that a music box? 
 


































f ’) That  ’s  a big object! 
 









Lesson 3 では，形容詞が導入される。 
 
g) My racket  is  old . 
 
わたしのラケットは 古い です。 
 
h)  I  want  a new racket. 
 
わたしは 新しいラケットが 欲しい。 
 
old も new も形容詞であるが，g)の old は単体
で「  」の記号を付与され，訳順は「セン・
ナミセン・マル」となる 10)のに対し，h)の new




a new racket 
 
のようになる。実際，指導する前に生徒に記号



















i)  I   play  tennis. 
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文については， 
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j)  I  do  n’t  have  a good racket. 
 
わたしは 良いラケットを 持って いませ 
ん。 
 
k)  Do  you  have  a guitar? 
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詞については次の 3 つの用法が現れる。 
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Lesson 4 にある Who is this boy？という疑問文は，
記号を付与すると次のように表される。
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　Lesson 3 から 4 にかけて，前置詞句のパターンが
増える。たとえば，次のようなものが扱われている。
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(1)This boy  is  (2)who 
       ↓ 
(2)Who  (1)this boy  is 
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(2)Who  is  (1)this boy? 
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識に基づき，「動詞の裏に隠れて見えない do に es










い doに esが付いて doesに変化する」「doesの
端っこがはみ出て見えている」と説明したうえ
で，否定文・疑問文を作る場合は 一・二人称
の do の場合と同様に「does が動詞から分離す
る」という考え方を示した。 
 
u) She  plays  the guitar  very well. 
 
彼女は とても上手に ギターを 弾く 。 
 
v)  Does  your father  speak  Japanese? 
 
あなたのお父さんは 日本語を 話し ます 
か。 
 
w) It  does n’t  go  there. 
 





































x)    Look  ( at  that ).  
 
（あれ を ）見て 
 
x’) Do  look  ( at  that ). 
 

















合の do， doesと同じものとして指導を行った。 
 
y) He  can  fly  fast. 
 
彼は 速く 飛ぶ ことができます 
 
z) Can you get Astro Boy comic books  
( in  America )? 
 
あなたは アメリカ で 鉄腕アトムの漫画を  
買う ことができます か 
 






























記号付与と，強調形である，助動詞 Do や Be を文
頭に置くタイプの構文に言及しておいた。
x) Look ( at that ).
（あれ を ）見て
x’) Do look ( at that ).











は Lesson ７ で，助動詞 can が初出になる。この課
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肯定文：＿    ＿. 
 
疑問文：   ＿    ＿？ 
 

































ac) We  ‘re  visiting  my grandparents . 
 
 
ad) Are   you  enjoying  your stay   
(  in America )? 
 
ae) What  are you  doing? 
 
af)  I   am  not  studying  English. 
 
ag)  I  received  an email  
( from  my sister ) yesterday. 
 
ah)  Did  you  have  a good time? 
 
ai) She and her family  did  n’t  swim   






















4.1. 事例 1：語順（句順）の理解 
Kenta: Do you have a guitar? 
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Kenta: Do you have a guitar？


















である restaurant が名詞なので，a very famous 





　In my country, we play different sports in 
different seasons. を，どのように訳せばよいか分か
らない生徒がいた。そこで，辞書を引かせながら，





　また，Some of my classmates bring lunch from 
home. を「同級生は家から昼食を持ってきます」と
訳した生徒がいた。記号を付与させると，my 






















































　A: ＿ 〇 D: ＿ 〇　（　　）
　B: ＿ 〇 ＿ E: ＿ 〇 ＿　（　　）






















　　＿ 副 ○ ＿（　　）
　　














この 6 パターンに還元して捉えることとした。 















＿ 副 ○ ＿（  ） 
 









aj) What  do  you  have  





























・命令文，Let’s 文   
・There/Here 文（Here you are など） 
・定型の返答（You’re welcome など） 
・省略文（Did you?など） 

















対照的に，「＿○   」（名詞＋動詞＋形容詞）
の構文は出現の割合が少なく，「（  ）」が付い
たものを合わせても，肯定文の場合で 13.9%，
否定文では 6.3%（1 例），Yes/No 疑問文では
7.3%（3 例），WH 疑問文では 0%であった。 
そもそも「＿○＿」の構文は英語の基幹を成
すものと考えられており，この構文を作る動詞










本年度， 1 ONE 











      
 








aj) hat  do  you  have  























Let’s    
There/Here Here you are  
You’re welco e  
Did you?  

















7.3% 3 H 0%  
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　・There/Here 文（Here you are など）
　・定型の返答（You’re welcome など）
　・省略文（Did you？など）


















は6.3％（ 1 例），Yes/No 疑問文では７.3％（ 3 例），







中学 1 年生の教科書で扱われているのは主に be 動

















肯定文 A：＿〇  12  4.5
B：＿〇＿ 130 48.７
C：＿〇　    33 12.4
D：＿〇　（　　）  43 16.1
E：＿〇＿   （　　）  45 16.9
F：＿〇　    （　　）    4  1.5
否定文 A：＿〇    3 18.8
B：＿〇＿    9 56.3
C：＿〇　      1  6.3
D：＿〇　（　　）    2 12.5
E：＿〇＿   （　　）    1  6.3
F：＿〇　    （　　）    0     0
Yes/No
　疑問文 
A：＿〇    0     0
B：＿〇＿  28 43.8
C：＿〇　      3  ７.3
D：＿〇　（　　）    8 21.1
E：＿〇＿   （　　）    3  8.3




B：＿〇＿    5 14.3
C：＿〇　       0  0.0
D：＿〇　（　　）    6 1７.1
E：＿〇＿   （　　）    2  5.７

















































肯定文 文頭   3
文中   2
文末 88
否定文 文頭   1
文中   0
文末   2
Yes/No 疑問文 文頭   0
文中   0
文末 11





肯定文 文頭   3
文中   2
文末 88
否定文 文頭   1
文中   0
文末   2
Yes/No 疑問文 文頭   0
文中   0
文末 11
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＿」に比べて「＿○　   」の習熟度が低い可能性
や，前置詞句・副詞が主語と動詞の間に割り込んだ
形の習熟度が低い可能性が考えられる。また，疑問
文において前置詞句や副詞句が用いられ，構文が複
雑になったものへの習熟が低い可能性も考えられ
る。
　これらの可能性については，授業者の直観として
は支持されるように思われるが，実証するためには
さらなる研究が必要である。
　また，そのような構文の偏りによる生徒の習熟度
の偏りを補正するために，構文に着目した教材を開
発することも可能であろう。
　これらの研究課題については，本稿では扱わず，
今後の取り組みとしたい。
表 ６．肯定文・否定文の主語の直後の要素
文の種類 主語の直後 出現数（文）
肯定文 動詞 254
前置詞句・副詞  16
否定文 動詞  13
前置詞句・副詞    0
－102－
資料．記号付与を活用した和訳・復元英訳教材例 
 
 
